
通信
3.どのような副作用があるの？
軽微なものとして便秘、満月様顔貌、ニキビ様皮疹、

また重度なものとして高血糖、消化性潰療、骨粗暴症、

白内障・緑内障などなどの副作用の他に、感染症にかか

りやすくなるととがあります。そのため、これらの症状

に対処するためのお薬が必要に応じてステロイドと一緒

に処方されます。
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副腎

「リウマチ性多発筋痛症」
について

「ステロイド」

4.ステロイドを使うときに気を付付ることは？
長期間ステロイドを服用すると，副腎はステロイドを

つくる力が弱くなってしまいます。乙の状態でステロイ

ドを急にやめてしまうと、本来、副腎でつくられるはず

のステロイドが欠乏するために、低血糖、急性循環不全、

下痢、発熱、倦怠感などの副腎クリーゼと呼ばれる症状

が起乙る可能性があります。そのためステロイドをやめ

る時には、少しずつ量を減らしていく必要があります。
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1.ステロイドって何？
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ステロイドとは、

腎臓の傍にある副腎

から作られる副腎皮

質ホルモンの1つで

す。ステロイドのも

つ効果には炎症を抑

えたり、免疫力を調

整したりする作用が

あり、さまざまな疾

患の治療に使われて

います。

圏

〈す（棒）は常緑の広禁樹で、熊本城内に多〈長Lられます。種々の精
油成分を令み、良い香りがします。樟脳をはじめ色々な薬用成分が抽出
されるなど有用な薬用樹でもあります。
また、くすし（薬師）とは、医師のことを指し、〈すしぶみ（薬師書）
は医術に関する書物のことを言います。
本誌はこの「くす」にあやかり、健康な生活を送るために情報を提供
しております。お気軽にお読み下さい。

大事なととは、副作用を恐れ

て自己判断でステロイドを減ら

したり中止したりすると、かえっ

て症状が悪化したり副作用が起

乙る場合があるため、医師の指

示通りに適切に使用していく乙

とです。

現在服用されているお薬に聞

してご不明な点がございました

ら、医師もしくは薬剤師にお尋

ね下さい。

2.ステロイドは
どのような病気の治療に使われるの？
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関節リウマチなどの

腰原病をはじめ、皮膚

病、アレルギー疾患、

腎臓病、気管支噛息、

肺炎など炎症や免疫が

関与するさまざまな病

気の治療薬として使わ

れています。ステ口イ

ドの製剤には全身作用を目的とした飲み薬や注射薬の他

に、局所作用を目的とした吸入薬や塗り薬、点眼薬など

があり、疾患に応じて用いられます。
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診療科

・総合医療センヲ 総合診療科、血液内科、腫房内科、

糖尿病・内分泌内科、呼吸器内科、腎臓内科

・消化器病セン安一消化器内科

・心臓血管セン告 循環器内科、心臓血管外科

・脳神経センヲー脳神経外科、神経内科

・感覚器セン -7 眼科、耳鼻いんこう科、皮膚科
・画像診断・治療セン亨ー放射線科、放射線治療科

・救命救急セン安一救急科

・病理診断科・外科 ・頭頚部外科

・小児外科 ・整形外科 ・形成外科

・リウマチ科 ・小児科 ・泌尿器科

・リハビリテーション科 ・麻酔科

「リウマチ性同っき同しょ司
多発筋痛症」
総合診療科医長
つじ たかひろ

辻隆宏

＠診療時間 8:30～17:00
・受付時間I8:15～1'1:00 
＠休診日 土・日曜日および祝日

干8600008熊本市中央区二の丸15 

TEL 096 (353) 6501 （代表）
FAX 096 (325) 2519 

H Phttp://www.nhokumamoto.jp 

リウマチ性多発筋痛症とは、体の近い部位（首、肩、

腕、太もも）の痛みや乙わばり、発熱を来す病気です。

50歳以上、特に 60歳

以上の方に多く発症し

症状
発症は、比較的急速（数日から数週間）で、発症日

を特定できる場合もあります。首、肩、腕、腰、太も

もの痛みが強く、「ある日、急に両腕が肩より上に挙

げられなくなった」、「痛くて起き上がれない、着替え

がしにくい、寝返りができない」という話を伺うとと

が多くあります。また、発熱や倦

怠感といった全身症状を来すとと

も多く、「整形外科で五十肩と言

われたけれど、熱もあるみたい」

という言百を伺うとともあります。

腕

総 .,6.、
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当科では、診療科の特定できない患者さまの診療を行っ

ています。

・専門性にとらわれる

ととなく総合的な見地か

らの的確な診断と治療を

行い、専門治療が必要な

場合はそれぞれの診療科

へ紹介し、また場合に

よっては共同で、診療しています。

．発熱、痛み、全身倦怠感などの症状、または複数の症

状があり診療科を特定できない場合などが対象となりま

す。

．隈原病、感染症、不明熱の診療を得意としています0

・月曜日から金曜日まで、毎日対応しています。

．病状が安定した場合や慢性疾患の場合は、紹介元や他

院へ紹介させていだいておりますので、あらかじめご了

承ください。
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ます。関節リウマチと

は別の病気で、関節が

変形するととはほとん

どありません。原因不

明の痛みや発熱で来院

されるケースが多くあ

ります。関節リウマチ

と同様に腰原病の一種

ですが、薬物治療（後

述）がよく効きます。

検査・診断
血液検査で炎症所見を認めますが、それ以外の血液

検査・画像検査では、直接診断をする乙とが難しく、

同じような症状を起乙す他の病気（感染症、閣節リウ

マチなどの腰原病、悪性腫虜）

がないととを確認する必要が

あります。そのため、診察に

加えて、血液検査、画像検査

などを行い、総合的に診断し

ていきます。

e合
．刊紙

薬物治療
少量の副腎皮質ステロイド（以下、ステロイド）が

著効し、数日で筋肉痛が劇的に改善するととが多くあ

ります。初期治療で反応が見られた場合は、症状や炎

症所見を参考に、薬の量を調整していきます。多くの

場合、 1～3年でステロイドを中止できますが、 30～

40%で再発が見られ、長期にわたってステロイドを必

要とする場合もあります。治療中は、ステロイドによ

る副作用（消化性潰療、血糖上昇、骨粗罷症など）に

も十分注意する必要があります。

おわりに
リウマチ性多発筋痛症は、少量のステロイドで良く

なりますが、適切な診断・治療が必要です。体の近い

部位の痛みやとわばり、発熱といった症状がありまし

たら、総合診療科外来を受診下さい。

． 浬巴｝


